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■発行／十日町市役所

　〒948－8501新潟県十日町市千歳町3丁目3番地
　TEL　O257－57－3111FAX52－4635
　Email　tokamaci＠nsv1．tiara．or．jp
　URL　http＝／／www．tiara．or．jp／～tokamaci／

■編集／企画人事課広報広聴係

・特集約束します、健康づくりo

　　　　　総合体育館のトレーニング室一2・3

〉大好き信濃川SNOW＆WATER
　　　　　　　　フェスティバル’98

　　〉ファミリーリゾート地鎮祭・

　　　　なかさと福祉会職員募集ほか

　　　　　　　　〉VOIOEUP
　　　レお知らせ・インフォメーション

　　　　　　レ健康・保健コーナー
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・市民ブールオーブン
　7月17日㈹市民プールがオープンし、

18日仕）～20日（月〉の3連休には大勢の人た

ちでにぎわいました。子供たちにとって

プール遊びは夏の最高の楽しみ。夏の健

康管理、親子のコミュニケーションに、
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減
量
し
た
い
人
や
初
心
者
に
適
し
た
軽
い
運
動
強
度
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
年
齢
か
ら
標
準
的
な
目
標
脈
拍

数
を
設
定
し
、
そ
の
脈
拍
数
を
維
持
す
る
よ
う
に
負
荷

が
自
動
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
ま
す
。

　　　　　／一　、

　　　　　　7／

　　　　　　“ノ

大腿四頭筋

八ムストリングス

大聲筋

慧

1清

大腿四頭筋
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腸腰筋巡

大内転筋

筋
　
　
　
筋

腎
　
　
　
聲

中
　
　
　
大

●

響
罪

　
　
’
護

一告

90

分
の
気
持
ち
よ
い
汗

　
今
年
4
月
に
仕
事
（
中
里
村
の
小
学
校
教
諭
）
の
異

動
で
十
日
町
市
に
来
ま
し
た
。
足
腰
の
鍛
錬
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
教
師
は
立
ち
仕
事
で
す
か
ら
。
そ
れ
に

シ
エ
イ
ブ
ア
ッ
ブ
も
。
エ
ア
ロ
バ
ィ
ク
を
30
分
ほ
ど
．

そ
れ
か
ら
他
の
マ
シ
ン
を
。
こ
れ
を
2
セ
ッ
ト
繰
り
返

し
ま
す
。
時
間
に
す
る
と
9
0
分
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
マ
シ
ン
の
使
い
万
は
￥
と
迷
っ
て
い
る
と
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
す
ぐ
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
か
ら
親

し
み
や
す
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
に
毎
日

接
す
る
私
に
と
っ
て
￥
教
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

、

脊柱起立筋

　　　　　　　　　　　　　嘩

「よ一っし／」という人は登録講習会へ
登録講習会を受けないとトレーニング室を使用することがぞき
ません。下表の○印の時間に子約の上、おいでください。

月 火 水 木 金 土 日・祝日

9＝30～10＝30 ○

11＝00～12＝00 ▲

13二30～14二30 ▲ ○ ▲ ○ ▲ ○ 014il9あ

15＝00～16＝00 ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲ ▲15il9菊

18二30～19＝30 ▲ ○ ▲ ○ ▲ ○

20＝00～21：00 ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲

※8周31臼までの臼程です。9月1鼠以降は変更にな鰻ますの
　でご確認ください。▲印は体力測定儒月29臼から）
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筋
肉
と
瞬
発
力
プ
ラ
ス

　
筋
肉
を
付
け
た
く
て
今
年
3
目
か
ら
通
つ
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
．
別
の
施
設
に
来
た
み
た
い
な
感
じ
が
し
ま
す
。
各
マ
シ

ン
は
グ
ッ
ド
だ
し
￥
来
る
人
も
増
え
て
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
友
達
3
人

爵
鮮
　
　
　
　
　
　
と
週
5
回
￥
9
0
分
ほ
ど
や
つ
て

講
　…』rダ

霧

阿部正志さん
　（中町・22歳）

い
き
ま
す
。
筋
肉
は
付
い
て
き

ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

も
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
瞬

発
力
も
付
い
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
前
は
少
し
我
流
で
し
た
が
、

今
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
常

駐
し
て
い
ま
す
か
ら
体
に
無
理

を
か
け
な
い
で
正
し
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

主
人
と
毎
日
利
用

　
体
力
の
維
持
と
向
上
で
す
。
普
段
￥
運
動
を
何
も
し
て
い
な
い
も
ん
で
す
か

ら
。
主
人
か
ら
聞
い
て
登
録
講
習
会
に
来
ま
し
た
が
￥
部
屋
の
明
る
さ
と
数
々

の
設
備
の
立
派
さ
に
び
つ
く
り
し
ま
し
た
。
主
人
と
2
人
で
毎
日
通
つ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

す
。
ま
ず
ス
ト
レ
ツ
チ
￥
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃

か
ら
エ
ア
ロ
バ
ィ
ク
￥
空
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
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い
る
マ
シ
ン
を
使
い
￥
ま
た
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
終
わ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ー
ー
渉
鑑
劉
代
4
6

気
が
し
ま
す
。
3
か
目
券
が
3

干
円
で
す
か
ら
料
金
も
安
い
で

す
よ
ね
。
ミ
オ
ン
中
里
で
泳
い

で
い
た
の
を
、
す
っ
か
り
止
め

た
ん
で
す
よ
。

高橋光
　（宮下町東

灘甑

難
へ

　　灘
　　鮎

　臨

篶

嚢

年
で
も
使
え
る
マ
シ
ン

　　　　　口
関ロ喜代江さん
　（学校町1・61歳）

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
つ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

は
1
年
前
か
ら
来
始
め
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
機
械
は
使
っ
て

い
て
軽
い
感
じ
が
し
ま
す
。
マ

シ
ン
も
日
々
改
良
さ
れ
，
あ
ま

り
難
儀
を
し
な
く
て
も
効
果
が

あ
る
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、

私
の
よ
う
な
年
で
も
十
分
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
設
備
が
新
し
く
な
っ
て
か
ら
顔
見
知
り
の
人
も
大
勢
来

て
い
ま
す
。
や
せ
気
味
な
の
で
筋
肉
と
体
力
を
付
け
よ
う
と
始
め
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
す
が
、
良
い
効
果
も
現
れ
、
週
3
回
楽
し
み
に
通
っ
て
い
ま
す
。

当
面
の
体
重
は
6
8
喀

　
運
動
不
足
解
消
の
た
め
で
す

ね
。
今
は
こ
ん
な
お
腹
で
す
が
、

20

代
の
こ
ろ
は
マ
ラ
ソ
ン
を
し

て
い
ま
し
た
。
青
梅
マ
ラ
ソ
ン

に
3
回
出
場
し
た
ん
で
す
よ
。

運
動
を
止
め
た
の
は
結
婚
し
て

か
ら
で
す
ね
。
子
供
が
空
手
を

始
め
た
も
ん
で
す
か
ら
、
送
り

迎
え
を
兼
ね
て
私
も
始
め
よ
う

と
思
っ
た
ん
で
す
。
こ
こ
と
武

協避一ニンダ室使用料

1回券 3か月券 6か月券 9か月券 12か月券

一般・高校生 300円 3，000円 5，000円 6，000円 7，000円

中学生 150円 1，500円 2，500円 3，000円 3，500円

使用時悶・休館日

※8月鍵臼ま認の
　使駕時間欝す。

　9月王臼以降は
　変更に襟鰻ます
　のでご確認くだ
　さい。

使用時間

月～土曜日 午後1時～9時30分

日曜日・祝日 午前9時～午後5時

休　館　日
　毎月第4火曜日
年末年始（12／29～1／3）

小川幸四郎さん
　（尾崎・45歳）

道
館
が
つ
な
が
っ
て
い
て
い
い
で
す
よ
。
今
の
体
重
は
7
5
㎏
、
マ
ラ
ソ
ン
を
や

っ
て
い
た
こ
ろ
は
6
2
㎏
。
当
面
は
間
を
と
っ
て
6
8
㎏
を
目
標
に
通
い
続
け
ま
す
。

少
し
張
り
切
り
過
ぎ
ま
し
た
が
汗
を
か
く
と
気
分
が
い
い
で
す
ね
。

階
段
登
り
と
同
様
の
運
動
を
行
う
マ
シ
ン
で
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
り
5
分
か
ら
4
5
分
ま
で
の
運
動

時
間
が
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

饗
灘

　
　
　
　
　
饗

三角筋
（後部）

広背筋

脊柱起立筋

　
開
　
趨
羅
耀
瞭

壽

蓑
蕪
壽

曽帽筋
（下部）

蜜翼17蟹

錫
噌
￥
　
ン
〉

大胸筋
（下部）’

上腕一
二頭筋

大円筋
上腕三頭筋

’広背筋

ナ
k
9蓼銑纏

僧帽筋

上腕三頭筋

零
』
岬
、
、
　
｝
〉

三角筋

前鋸筋

上腕三頭筋藝
￥ノ

三角筋
（前部）

大胸筋

葛

i
￥

7

￥ノ

大胸筋

平成10年7月25日号3
「
［
E

E
｝

lli
ヨ
1

E
レ
E
l
l
［

旨



　　　　 　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

l　l

】耐　l

il魏

iド1　　箏
i
I
ξ i

I

　今年の「大好き信濃川SNOW＆WATERフェスティバ

ル’98」は、豊かな自然を与えてくれる大河信濃川の姿を

見つめ直し、雪の資源としての無限の可能性を追及する

という目的で開催されます。夏休み期問中に行われるこ

のイベントに、ご家族そろってお出かけください。

鶴
嗣
響
團
鱈
の

　
　
　
　
　
イ
ペ
ン
ト
内
容

〈
オ
ー
ブ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
〉

　
北
越
保
育
園
鼓
笛
隊
の
演
奏
で
開
幕
。

◆
日
時
　
8
月
8
日
d
D

　
　
　
午
後
0
時
3
0
分
～

〈
魚
の
つ
か
み
ど
り
〉

◆
日
時
　
8
月
8
日
ω
午
後
1
時
と
9
日

　
㈲
正
午
、
午
後
2
時
の
計
3
回
実
施

〈
信
濃
川
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
〉

◆
日
時
　
8
月
8
日
㈹

　
　
　
午
後
2
時
～
5
時
3
0
分

◆
内
容
　
第
－
部
”
「
水
辺
の
楽
校
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト
」
市
内
小
中
学
校
児
童
に
よ

　
る
自
然
観
察
発
表
会
　
第
2
部
”
「
川

　
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に

●
日
時

●
場
所

　
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈
無
料
花
火
配
布
〉

◆
日
時
　
8
月
8
日
ω

　
　
　
午
後
6
時
～
7
時

〈
特
設
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
〉

◆
日
時
　
8
月
8
日
ω

　
　
　
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

〈
や
さ
い
の
朝
市
〉

◆
日
時
　
8
月
9
日
㈲

　
　
　
午
前
8
時
～
1
1
時

〈
雪
上
宝
さ
が
し
〉

◆
目
時
　
8
月
9
日
㈲
午
前
1
1
時
と
午
後

　
2
時
の
2
回
実
施

〈
常
設
コ
ー
ナ
ー
〉

◆
日
時
　
8
月
8
日
ω
正
午
～
6
時

　
　
　
　
9
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

8
月
8
日
岱
・
9
日
日

妻
有
大
橋
下
周
辺
信
濃
川
河
川
敷

・
第
1
0
回
「
私
の
見
た
信
濃
川
写
真
コ
ン

　
テ
ス
ト
」
入
選
作
品
展
示

・
信
濃
川
に
水
を
取
り
戻
す
署
名

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
な
が
れ
る
プ
ー
ル

・
大
型
除
雪
機
械
試
乗
会

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し

・
雪
遊
び
広
場

・
克
雪
利
雪
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
克
雪
利
雪
技
術
展
示

〈
飲
食
店
街
〉

　
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
お
で
ん
な
ど
、

　
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
で
お
待
ち
し
て
い
ま

　
す
。

◆
日
時
　
8
月
8
日
㈹
正
午
～
9
時

　
　
　
　
9
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

回＝＝

妻
有

1 大

橋

クロス10前

π
〈

クロス10

質

場
十

目
町
駅 樋

口

様薬
前局

十
日

〈市役所前発〉 町
病

8目（土） 院

12＝00～21：00
前

（60分問隔）

9
日（日）

10＝00～15＝00

（60分問隔） 市役所

貝ノ川潤いのある水辺公園完成

　下条地区振興会（佐藤一男会長）が進めてきた「貝
　　うるお
ノ川潤いのある水辺公園」が下条中央公園下に完成し

ました。この公園造成は、県のふるさと砂防事業や市

のまちづくり基金活用事業を導入して行われたもので、

河川の改修と合わせて水と緑の自然空問を創出してい

ます。

　総面積は2，360㎡で、園内には芝生広場（野芝）1，390

㎡、自然石スツール（自然石を使った腰掛け）50基、

園路326mなどが施されています。また、植栽関係では

大山桜32本、山つつじ400本、あじさい500株、あやめ

2，000株などのほか萩や椿も植えられ、四季折々の花が

楽しめるように工夫されています。さらに改修された

川ではハヤやオイカワなどを釣ることもできます。水

辺公園についての問い合わせは下条地区公民館（智55

－2004）または村山徹（智52－3721）へ。
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趣照麟

．
灘
翻

副

熱意のある入求めています！

雛
■勤務場所　特別養護老人ホーム「七川荘」

中里村田沢地内に出来る施設。開園は来年4月1日です。

■職種・採用人員・受験資格

．
蕪
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
体
験
交
流
施
設

施
設
の
後
方
に
は
コ
テ
ー
ジ
、

そ
し
て
緑
と
花
の
エ
リ
ア
が

広
が
り
ま
す

　
　
（
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
）

　
心
地
よ
い
初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
気
候
の
7
月
1
4
日
㈹
、
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
地
内
で
「
十
日
町
市
体
験

交
流
施
設
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）
」

の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
建
設
場
所
は
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
の

コ
テ
ー
ジ
の
西
側
。
セ
ン
タ
ー
棟
1

棟
、
宿
泊
棟
2
棟
、
多
目
的
広
場
（
遊

歩
道
、
芝
広
場
）
、
駐
車
場
を
整
備
し

ま
す
。
3
棟
の
建
物
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
材
を
使
っ
た
2
階
建
て
の
ロ
グ
ハ

ウ
ス
構
造
で
、
セ
ン
タ
ー
棟
は
来
年

4
月
、
宿
泊
棟
は
平
成
1
2
年
1
月
に

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
事

職種 採勝定韻 無　齢 職務内容・受験資格

ソー勤ヤル
　ワーカー・

1人
22～45歳
　位まで

【在宅介護に関する相談、助言】

社会福祉士資格を有する人。また
は来春資格取得が見込める人

生活指導員 1人
22～40歳
　位まで

【入所者の健康管理、

　　　　日常生活の指導】
社会福祉士、介護福祉士、社会福
祉主事の資格を有する人。または
来春資格取得が見込める人

寮母・寮父 13人
20～50歳
　位まで

【入所者の介護と

　　　日常生活の手助け】
介護福祉士資格を有する人。また
は来春資格取得が見込める人

看護婦（士） 3人
20～50歳
　位まで

【入所者の介護、保健指導】

看護婦（士）資格を有する人。ま
たは来春資格取得が見込める人

事　務　員 1人
20～45歳
　位まで

【施設運営に関する経理事務1

高卒以上の学力のある人

介　助　員 1人
20～45歳
　位まで

【車両運転、施設の維持管理】

高卒程度の学力を有し、大型自動
車免許を取得している人。または来

春の採用までに取得が見込める人

業
費
は
約
2
億
1
千
3
百
万
円
。

　
セ
ン
タ
i
棟
は
体
験
や
交
流
、
創

作
活
動
の
場
と
な
り
ま
す
。
宿
泊
棟

は
定
員
2
4
人
（
6
人
×
4
室
）
。
キ
ッ

チ
ン
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
の
施
設
と
連
携
し
た
宿
泊
施
設
を

含
ん
だ
交
流
の
拠
点
を
造
ろ
う
と
い

う
も
の
で
、
訪
れ
る
人
た
ち
と
市
民

と
の
交
流
を
進
め
る
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
セ
ン
タ
ー
棟
に
は
雪
室
が

設
置
さ
れ
、
宿
泊
棟
1
棟
と
あ
わ
せ
、

1
階
部
分
は
お
年
寄
り
や
障
害
者
の

皆
さ
ん
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。

■試験の方法

　第1次試験（書類）提出された申込書の記載事項、作文によ

　　　　　　　る書類試験。合否の通知は9月末ころ。

　第2次試験（面接）9月下旬～10月上旬

■採用・待遇　平成11年4月1日（社会福祉法人なかさと福祉

　会諸規定による）

■申込み手続き　中里村役場総務課へ次の書類を提出してくだ

　さい。①申込書（中里村役場にあります。120円分の切手で郵

送請求もできます）②最終学歴の卒業証書写し。新卒者は卒

業見込書、成績証明書③免許資格の証明書写し。または自動

車運転普通免許取得計画書④作文（原稿用紙3枚、1200字以

　内）題名／「これからの福祉に想う」「高齢化社会と家族」の

いずれか一つを選び黒インクか黒ボールペンで自筆記入。

■申込み期間　7月15日～8月31日（月）まで（土・日曜日、休日

除く）、8月31日消印有効。

■問い合わせ　中里村役場総務課（〒949－8411中里村田沢巳21

33費63－3111）へ。

0に郵便ポスト
ス10の正面玄関脇に郵便ポ

設置されました。物産ホー

観光絵ハガキもあります。

と十日町からのたよりに、

のたよりに、新しいポスト

用ください。

■職種・採用人員　一般上級職（1人）

■受験資格　大学卒業者（来年3月卒業見込者を含む）で、昭

　和38年4月2日以降に生まれた男子。

■試験の方法　第1次試験（筆記試験）9月下旬

　　　　　　第2次試験（面接）10月中旬
■採用・初任給　平成11年4月1日（166，200円）

■申込み手続き　市社会福祉協議会へ次の書類を提出してくだ

　さい。①申込書（協議会にあります）②大学の成績証明書ま

　たは卒業見込書

■申込み期間　8月1日㈲～8月31日（月）まで（土・日曜日、休

　日を除く）、8月31日消印有効。

■問い合わせ　市社会福祉協議会（市役所内智57－3111）

平成10年7月25日号5
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まちの声　みんなの声

雛
．
灘

　
鯉
聡
霧
賜

撚
　
羅
灘
灘
騨

軽
難

　
　　

　
　
　

灘
　
　
　
．

響
　
籔
　
　
　
騰

藻
　
　
雛
　
　
　
鰍

　
　
　
　
墨

欝
　
　
　
　
難

　
繋
　
襲

ん
荊

　
さ
3

か
花
高

奨
叶

村
晒

松
僑

旅
に
出
ま
せ
ん
か

　
本
棚
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し

て
、
選
び
抜
い
た
5
冊
の
本
を
し
っ

か
り
と
抱
き
し
め
、
図
書
室
か
ら
帰

っ
て
く
る
と
私
は
旅
に
出
る
支
度
を

し
ま
す
。
ま
ず
、
途
中
で
邪
魔
が
入

ら
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
や
る

べ
き
仕
事
を
か
た
づ
け
ま
す
（
例
え

ば
お
風
呂
掃
除
）
。
そ
れ
か
ら
お
気
に

入
り
の
カ
ッ
プ
に
丁
寧
に
紅
茶
を
入

れ
、
部
屋
に
運
ん
で
椅
子
に
深
く
腰

掛
け
ま
す
。
こ
れ
で
準
備
完
了
。
い

よ
い
よ
旅
の
始
ま
り
で
す
。

　
お
も
む
ろ
に
ぺ
ー
ジ
を
め
く
る
と

鮮
や
か
な
情
景
が
、
色
付
き
温
度
付

き
で
肌
身
に
迫
っ
て
き
ま
す
。
最
高

の
瞬
間
で
す
。
そ
の
幸
福
な
一
時
へ

●

　　　ロロ　　　コロ　　　　ロリ　　　ロ　　　じロロ　　　　ロ　　　　　　　　　　ロ

i　　　8月25日号のテーマ　　　　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　　　　　「旅の思い出』　　　　　：
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　夏休みがやってきました。初めての

一人旅、夫婦の旅、懐かしい友人を訪

ねる旅、思い出づくりの旅…。

　あなたがこれまでに体験した、心に

残る旅の思い出をお寄せください。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　8月10日（月）までに企画人事

　課広報広聴係（〒948－8501十日町市

　千歳町3－3　蜜57－3111内線213）

の
期
待
を
込
め
て
、
私
は
今
日
も
図

書
館
の
扉
を
開
け
る
の
で
す
。
ね
え
、

あ
な
た
も
旅
に
出
ま
せ
ん
か
。

獲簸灘

灘灘
、

難

図
書
室
と
私

山下三郎さん
（新座3・67歳）

　
定
年
直
前
で
の
入
院
・
手
術
の
後
、

し
ば
ら
く
療
養
生
活
を
続
け
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
気
ま
ま
な
図
書
室
通

い
が
日
課
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
新
聞
や
雑
誌
類
、
推
理
物
、

時
代
物
と
手
当
た
り
次
第
の
雑
読
で

す
が
、
歴
史
物
、
特
に
子
供
の
時
の

記
憶
を
引
き
ず
っ
て
い
る
せ
い
か
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
関
す
る
も
の

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　
規
模
は
小
さ
い
で
す
が
、
い
つ
も

笑
顔
で
接
し
て
く
だ
さ
る
職
員
の

方
々
、
そ
し
て
読
み
た
い
本
を
リ
ク

エ
ス
ト
で
き
る
の
が
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。
来
年
完
成
す
る
情
報
館
の
維

持
管
理
に
は
た
く
さ
ん
の
経
費
が
か

か
る
で
し
ょ
う
が
、
少
し
長
い
目
で

見
て
、
市
民
の
心
か
ら
誇
れ
る
施
設

に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
諜
根
皓

も
っ
と
も
っ
と
読
み
た
い
な

　
私
は
3
年
生
の
時
、
公
民
館
を
見

学
に
行
き
図
書
室
を
初
め
て
見
ま
し

た
。
そ
の
時
、
本
の
量
に
感
激
し
、

私
の
図
書
室
通
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

図
書
室
に
行
け
ば
読
み
た
い
本
が
ど

っ
さ
り
あ
る
し
、
社
会
な
ど
で
調
べ

も
の
を
す
る
と
き
に
資
料
に
な
る
本

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
友
達
と
本

を
探
し
た
り
読
ん
だ
り
す
る
の
は
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
来
年
で

⑳　　いちばんいいて

東京都町田市玉川学園8－148（市内田麦出身・68歳）福崎福七さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
、
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
難
鑛
建
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫
蕪

　
母
は
、
「
ハ
イ
コ
ン
チ
ョ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

十
日
町
市
内
で
店
に
立
ち
寄
る
と
き
よ
く
使
っ

て
い
ま
し
た
。
最
近
、
十
日
町
弁
を
聞
く
た
び

に
、
年
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
郷
愁
が
つ
の
り
ま

す
。
東
京
事
務
所
の
樋
口
さ
ん
・
関
口
さ
ん
の

声
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

生
家
を
出
て
5
0
年
、
長
い
よ
う
で
短
く
、
東
京

に
出
た
の
が
昨
日
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
十
日
町

に
帰
る
と
心
が
な
ご
み
ま
す
。
こ
れ
は
5
0
年
前
、

越
後
川
口
で
飯
山
線
に
乗
り
換
え
た
と
き
「
ほ

っ
」
と
し
た
思
い
出
と
重
な
る
よ
う
で
す
。

　
私
は
、
従
業
員
5
0
人
の
高
温
ポ
リ
シ
リ
コ
ン

T
F
T
液
晶
の
基
盤
を
研
究
す
る
会
社
の
社
長

を
創
業
以
来
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
で
は
、

世
界
シ
ェ
ア
の
6
0
％
を
占
め
、
ハ
イ
テ
ク
産
業

の
最
先
端
に
立
っ
て
い
ま
す
。
純
水
を
使
用
す

る
た
め
、
き
れ
い
な
泉
や
谷
川
の
あ
る
所
が
立

地
条
件
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
年
、
津
南
町
の
竜
ケ
窪
を
訪
れ
た
時
、
苗

場
山
の
地
下
水
が
湧
い
て
い
る
と
し
た
ら
水
質

の
よ
い
水
で
、
純
水
づ
く
り
に
適
し
て
い
る
の

で
は
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
水
で
、
新
し
い
産

業
が
十
日
町
に
育
っ
た
ら
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
写
真
は
宝
生
流
の
謡
会
の
一
コ
マ
で

す
。
残
さ
れ
た
余
生
を
楽
し
み
な
が
ら
、
新
し

い
ハ
イ
テ
ク
産
業
が
雪
の
十
日
町
に
育
つ
こ
と

を
夢
見
て
い
ま
す
。

　
「
ミ
ン
ナ
ン
シ
ョ
、
暑
ク
ナ
ル
ン
ガ
、
気
ヲ

ツ
ケ
テ
ク
ラ
ツ
シ
ャ
イ
。
ソ
イ
ジ
ャ
ノ
」
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き
る
情
報
館
も
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
図
書
室
で
本
を
借
り
る
時
に
一
番

心
が
け
て
い
る
の
は
、
本
を
大
切
に

す
る
こ
と
と
、
で
き
る
だ
け
返
す
期

日
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
本
を
た
く
さ
ん

読
み
た
い
で
す
。

籔

西脇広子さん
（学校町2・37歳）

す
て
き
な
恋
人
は
？

　
私
は
本
が
大
好
き
。
ち
ょ
っ
と
本

と
離
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
け
れ

ど
、
今
は
ま
た
す
っ
か
り
友
達
で
す
。

本
は
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
い
ろ
い
ろ
な

世
界
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
る
で
魔
法
使
い
の
よ
う
。
子
供
の

こ
ろ
い
い
と
思
っ
た
本
は
、
大
人
に

な
っ
て
読
み
返
し
て
み
て
も
、
ま
た

違
っ
た
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
最
近
は
な
か
な
か
今
の
自

分
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
本
に
巡
り
会

え
ま
せ
ん
。
心
が
ほ
ん
わ
か
温
か
く

な
り
、
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
る
よ
う

な
本
に
早
く
出
会
い
た
い
な
。
そ
ん

な
す
て
き
な
友
達
、
恋
人
？
を
捜
す

旅
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。
こ

こ
の
図
書
室
で
見
つ
か
る
か
し
ら
？

田村喜作さん
（諏訪町・74歳）

読
み
や
す
い
大
活
字
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り
ょ
う

　
数
年
前
、
病
に
倒
れ
て
か
ら
無
聯

の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
あ

る
日
、
散
歩
が
て
ら
公
民
館
に
立
ち

寄
り
、
図
書
室
を
の
ぞ
い
て
以
来
新

し
い
楽
し
み
を
発
見
し
ま
し
た
。
ジ

ャ
ン
ル
が
多
い
の
で
初
め
の
う
ち
は

選
ぶ
の
に
迷
い
ま
し
た
が
、
毎
回
貸

し
出
し
限
度
の
5
冊
を
借
り
て
乱
読

斜
読
。
司
馬
遼
太
郎
、
宮
尾
登
美
子

な
ど
、
好
き
な
作
家
の
も
の
は
時
を

忘
れ
て
読
み
ふ
け
り
、
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
年
の
せ
い
か
視
力
が
弱
く

な
り
、
細
か
い
活
字
は
苦
手
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
大
長
編
物
全
1
6
巻
・

山
崎
豊
子
の
「
不
毛
地
帯
」
は
大
活

字
で
と
て
も
読
み
や
す
く
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
読
者
も

高
齢
化
し
ま
す
。
高
齢
者
に
や
さ
し

い
「
大
活
字
本
」
を
リ
ク
エ
ス
ト
し

ま
す
。
ご
一
考
く
だ
さ
い
。

賓
脊矛グh

ヴー

4⑩

灘

、
、
蕪

蟹
驚
董

r7の春に東京の電気関係の専門学校を卒業
（」し、ヒグマ電設に勤めています。電気関

係の仕事に就こうと思ったのは、阪神淡路大

震災がきっかけです。被災者がライフライン

を寸断され、苦しんでいる姿を目の当たりに

し、電気・ガス・水道のいずれかの職業に就

いて社会の役に立ちたいと思いました。3っ

の中で電気を選んだのは父が同じ仕事をして

いたので、その背中を見て迷わず決めました。

ス蘇羅驚筑驚鋭響欝蒋
面の目標は夏のナイターリーグに出場し、2

部リーグ優勝と1部昇格を勝ち取ることです。

スポーツはこれからも続けていきたいですね。

東　　京時代の学友や幼なじみなど、友人には

　　大変恵まれています。それぞれが自分に

ないものをもっていて、彼らの良さを吸収し

ながら、自分らしさを見つけることができれ

ばいいですね。そんな人との関わりの中で自

分をさらに磨いていきたいと思っています。

※仕事にスポーツに、青春真っ盛りの大渕さんの紹介

　で、次回は尾身百合香さんにバトンタッチ。

　　　　が　　　　ゆザ

　罐　　ノ■
　．袴ガ遜　　！
　・膿爾晒酒．〆

ノ9豹
ト

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ鵬
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
智
0
3
，
3
5
4
6
，
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

葛
飾
区
宝
木
塚

こ
ど
も
会
と
の
交
流

　
梅
雨
も
終
り
に
近
づ
き
、
諸
色

咲
き
競
っ
て
い
た
あ
じ
さ
い
も
色

あ
せ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

梅
雨
明
け
を
前
に
こ
こ
数
日
し
の

ぎ
や
す
い
気
候
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
事
務
所
で
は
、
市
報
2
5
日
号
の

「
故
郷
と
お
か
ま
ち
が
い
ち
ば
ん

い
い
て
」
欄
へ
の
投
稿
依
頼
や
大

好
き
十
日
町
会
の
季
刊
誌
「
な
じ

ょ
だ
の
」
の
お
店
紹
介
欄
に
十
日

町
出
身
者
が
首
都
圏
で
経
営
す
る

飲
食
店
等
の
投
稿
依
頼
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
に
な
っ
た

方
が
親
交
を
始
め
た
り
、
旧
交
を

温
め
た
り
し
て
い
る
話
を
聞
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
と
い
う

人
や
お
店
を
ご
存
知
で
し
た
ら
事

務
所
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
「
都
会
と
の
交
流
」
は
十
日
町

市
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。
事
務

所
で
も
そ
の
一
端
を
担
う
べ
く
、

現
在
主
に
葛
飾
区
に
働
き
か
け
を

し
て
い
ま
す
。
都
会
で
は
既
に
い

く
つ
か
の
地
方
の
市
町
村
と
交
流

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り

ま
す
が
、
最
近
の
財
政
事
情
か
ら

新
た
に
交
流
事
業
を
展
開
し
よ
う

と
い
う
雰
囲
気
は
あ
ま
り
な
い
よ

う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
き
づ
か

　
そ
ん
な
中
で
、
葛
飾
区
宝
木
塚

こ
ど
も
会
か
ら
の
交
流
申
し
入
れ

は
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
同
こ

ど
も
会
は
、
葛
飾
区
立
宝
木
塚
小

学
校
の
校
区
を
対
象
に
し
た
、
児

童
数
約
5
5
0
人
の
大
き
な
組
織

で
す
。

　
今
年
の
3
月
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
中
心
に
し
た
交
流
相
手
を
探
し

て
い
る
と
事
務
所
に
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
4
月
1
9
日
に
は
役
員
9

人
が
十
日
町
に
来
て
、
十
日
町
市

こ
ど
も
会
連
絡
協
議
会
と
十
日
町

市
P
T
A
連
絡
協
議
会
の
役
員
と

話
し
合
い
、
基
本
的
に
今
年
か
ら

交
流
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
は
、
手
始
め
に
8
月
2
2

日
・
2
3
日
の
1
泊
2
日
の
予
定
で

塩
之
又
森
林
公
園
で
共
同
キ
ャ
ン

プ
を
す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
人

数
は
、
宝
木
塚
こ
ど
も
会
か
ら
大

人
を
含
め
て
2
0
人
く
ら
い
と
の
こ

と
で
す
。
役
員
の
皆
さ
ん
は
大
変

で
し
ょ
う
が
、
今
後
こ
の
交
流
事

業
が
順
調
に
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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相談コーナ’一

①定例行政相談　　　　8月14日働

②交通事故相談　　　　8月10日（月）

③巡回職業援助相談　　8月21日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
業
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

8月13日㈱　小林彰弁護士

　　27日㈲　高野毅弁護士

午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

冒靴謎ホコサーピス
雷十日町市観光情報

　　　　　　　57－0500
雷くらしのダイヤル

　　　025口285臼7000
8／3～8×10　環境にやさしい商晶の購入

8〆10～8／17送‘ヲ付け商法に気を付けて

8／17～8／24消費生活相談事例

　　　　・）クリーニングの

　　　　　　　　　　トラブル～

9／24～8／31ドライマーク付きの洗剤

　　　　の上手な使い方

纏
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

か
け
ま
せ
ん
か
　
新
潟
・
香
港

第
7
回
ゆ
か
た
で
お
い
で
よ

　
　
コ
モ
通
り
夏
ま
つ
り

霧
日
時
H
8
月
1
日
㈹
午
後
6
時
3
0
分
～

10
時
纏
場
所
1
1
高
田
町
1
丁
目
（
コ
モ
通

り
）
『
歩
行
者
天
国
』
霧
内
容
“
露
天
市
、

運
転
適
正
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
大
道
芸

大
会
、
T
V
ゲ
ー
ム
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
キ
ッ

ク
大
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
ほ
か
霧
募
集

H
T
V
ゲ
ー
ム
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
キ
ッ
ク

大
会
出
場
者
募
集
中
。
霧
申
込
み
・
問
合

せ
目
ま
る
こ
し
（
智
52
1
3
1
5
6
）
へ
。

越
後
妻
有
花
の
道

「
花
と
緑
の
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
8
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

雛
日
時
に
8
月
1
日
d
b
午
後
3
時
～
9
時

霧
場
所
H
昭
和
町
1
～
3
丁
目
霧
内
容
H

花
の
教
室
、
花
と
緑
の
相
談
所
、
花
の
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
、
花
の
音
楽
会
、
屋
台
ほ
か

文
化
交
流
9
8
h
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
，

　
香
港
の
芸
術
家
が
創
っ
た
き
も
の
や
「
現

在
の
香
港
」
を
撮
っ
た
写
真
等
を
展
示
し

ま
す
。
霧
日
時
H
8
月
8
日
㈹
～
9
日
㈲

午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
（
9
日
は
午
後
4

時
ま
で
）
纏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
霧
入
場
料

”
無
料
霧
問
合
せ
H
尾
身
伝
吉
（
智
5
7
1

0
3
1
6
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

霧お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
H
8
月
2
0
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～

n
時
3
0
分
霧
場
所
”
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

霧
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

へ
。
※
お
も
ち
ゃ
の
修
理
や
、
子
供
た
ち

と
遊
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

え
ぶ
ろ
ん
ク
ツ
キ
ン
グ
教
室

獲
日
時
“
8
月
1
1
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
3
0
分
膨
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
籔
内
容
H
「
夏
バ
テ
解
消
ス

タ
ミ
ナ
中
華
」
（
薄
切
豚
肉
の
レ
モ
ン
巻
き
、

揚
げ
ワ
ン
タ
ン
ほ
か
）
霧
参
加
費
”
5
百

円
霧
定
員
“
1
8
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合

抽
選
）
霧
持
参
す
る
も
の
”
エ
プ
ロ
ン
縫

申
込
み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
智
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

夏
休
み
親
子
電
気
教
室

霧
日
時
H
8
月
2
1
日
樹
午
前
1
0
時
～
午
後

5
時
霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
獲
内
容
H
料
理
実
習
「
親
子
で
簡
単
ピ

ザ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
、
施
設
見
学
・
奥
清
津
発

電
所
（
湯
沢
町
）
霧
受
講
料
H
1
人
5
百

円
霧
定
員
H
1
8
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合

抽
選
）
霧
持
参
す
る
も
の
H
エ
プ
ロ
ン
霧

申
込
み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

へ
。

　　　　　　　　　　　　ま

　　　　　　　　　馨
　　　　　　　　難　　　　　　灘霧
　　　　灘　　　鍵

磯

コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑯

8
月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

　
今
回
か
ら
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
「
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報
」
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ほ
く
ほ
く
線
で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
〉
▼
8
月
2
日
㈲
午
後
6
時
～
▼
ア
ル
プ

の
里
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ン
ト
ピ
ア
（
湯
沢
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ

ー
で
山
頂
へ
）
▼
タ
イ
ム
フ
ァ
イ
ブ
と
杉
原
淳
＆
ド
リ
ー
べ
ー
カ
ー
の
ジ

ャ
ズ
ラ
イ
ブ
▼
5
百
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）
▼
湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所
（
暦
0
2
5
7
i
8
4
－
3
3
2
6
）
へ
。

〈
農
村
歌
舞
伎
の
上
演
〉
▼
8
月
1
6
日
㈲
午
後
6
時
3
0
分
～
（
予
定
）
▼
関

山
神
社
（
石
打
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分
）
▼
明
治
か
ら
続
く
農
村
歌
舞
伎
▼
石

打
丸
山
観
光
協
会
（
a
O
2
5
7
1
8
3
1
2
5
2
3
）
へ
。

、
〈
世
界
の
昆
虫
標
本
展
〉
▼
7
月
2
5
日
㈲
～
8
月
3
0
日
㈲
（
月
曜
休
館
）

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
六
日
町
（
六
日
町
駅
内
）
▼
入
場
無
料
▼
六
日
町
生
涯
学

習
課
（
盈
0
2
5
7
i
7
3
－
6
6
1
0
）
へ
。

〈
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
〉
▼
8
月
2
2
日
㈲
午
後
7
時
～
▼
大
島
村
公
民
館
（
大

島
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
）
▼
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
奏
者
赤
坂
達
三
の
演
奏
会
▼
千
3
百

円
（
中
高
生
7
百
円
）
▼
大
島
村
音
楽

協
会
（
智
0
2
5
5
9
1
4
1
3
2
0

1
）
へ
。

〈
蔵
元
に
よ
る
試
飲
会
〉
▼
8
月
1
・

2
．
8
・
9
日
▼
米
と
酒
の
謎
蔵
（
く

び
き
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
2
5
分
）
▼
上

越
地
域
の
清
酒
の
説
明
と
試
飲
▼
米
と

酒
の
謎
蔵
（
智
0
2
5
5
1
3

2
1
4
1

8
9
）
へ
。
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女
性
セ
ミ
ナ
ー
h
十
日
町

　
従
来
の
男
女
の
役
割
を
見
直
し
、
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
標
に
、
＋
日
町
市
も
女
性
プ
ラ
ン
を
作

成
し
て
い
き
ま
す
。
あ
な
た
も
プ
ラ
ン
の

必
要
性
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

霧
場
所
口
公
民
館
本
館
霧
定
員
H
男
女
3
0

人
霧
参
加
費
H
無
料
霧
申
込
み
H
8
月
2
8

日
樹
ま
で
に
企
画
人
事
課
企
画
係
へ
。
※

保
育
室
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
要
予
約
）

回 日　時
｝
ア
　
　
　 ー　　　マ

1
9月3日（日〉

13＝45～

　　15：45

「さあ始めよう、気づきの学習」

一女性を取り巻く問題に
　　　　　関するビデオの視聴一

2
10月17日（土〉

　13二45～

　　15：45

「くずしてみよう固定観念」

一つくられた性別役割分担一

3
12月12日（土）

　13：45～

　　15：45

「女性プランはなぜ必要か」

一女性プランと女性政策の現状一

4
12月19日（土）

　13二45～

　　15＝45

「十日町市が目指す

　女性プランとまちづくり」
一受講生の皆さんによる話し合い一

ス
ボ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
幼
児
・
学
童
夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

の
期
間
H
8
月
3
日
㈲
～
8
日
㈹
、
8
月

24
日
㈲
～
2
9
日
㈲
※
水
曜
日
（
5
日
・
2
6

日
）
休
み
笏
時
問
”
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1

時
4
5
分
笏
受
講
料
H
一
般
5
、
8
0
0
円
、

会
員
4
、
6
0
0
円
笏
申
込
み
H
十
日
町

体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
智

58

1
3
3
4
3
）
へ
。
※
送
迎
バ
ス
有
り

◆
警
察
官
受
験
者
募
集
（
大
卒
以
外
）

笏
受
験
資
格
”
昭
和
4
6
年
4
月
2
日
～
5
6

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ

し
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
大
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
（
1
1
年
3
月
末
ま
で
の
卒

業
見
込
者
含
む
）
を
除
く
傷
採
用
予
定
人

数
”
男
性
1
5
人
程
度
、
女
性
5
人
程
度
笏

受
付
締
切
り
“
8
月
1
7
日
㈲
ま
で
鯵
間
合

一
一
9只罰

生ゴミは十分な水切りを

　夏は家庭ゴミの残飯など水分を多く含ん

だ燃えにくいゴミが増えます。そのままで

は、燃やすために多量の重油が必要です。

資源節絢のためにも充分な水切りをしてか

ら出しましよう。また生ゴミはコンポスタ

ーなど家庭での処理もお願いします。

空き缶類の分別を徹底しよう

　夏はまた、空き缶類（アルミ、スチー一ル）

が多く出る時期です。家庭で徹底分別をし

てから、資源物収集臼に出してください。

ゴミを少なくする工夫

　毎日の生活に買い物は欠かせません。過

剰な包装を断る、買い物袋をもっていくな

ど、買い靭の仕痘に少し気を配るだけでゴ

ミを減らすことができます。あなたもでき

ることから実行しましょう。

せ
n
十
日
町
警
察
署
（
盈
52

－
0
1
1
0
）

へ
。

◆
入
国
警
備
官
募
集
（
高
校
卒
業
程
度
）

籔
試
験
目
”
9
月
2
7
日
㈲
～
2
8
日
㈲
笏
受

験
資
格
”
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
～
5
6
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人
纏
採
用
予
定
人
数
”

約
3
0
人
笏
申
込
用
紙
申
請
方
法
H
法
務
省

東
京
入
国
管
理
局
（
〒
1
0
0
－
0
0
0

4
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
1
－
3
1

1
）
あ
て
の
封
筒
の
表
に
赤
字
で
「
入
警
請

求
」
と
書
き
、
1
4
0
円
切
手
（
｝
部
の
場

合
）
を
は
つ
た
返
信
用
封
筒
（
角
形
2
号

で
受
験
者
の
あ
て
先
を
明
記
の
も
の
）
を

同
封
し
て
郵
送
笏
受
験
申
込
受
付
期
間
”

8
月
1
7
日
㈲
～
31
日
㈲
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
勤
労
者
美
術
展
中
越
地
区
展
作
品
募
集

鯵
部
門
一
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、
工
芸
、

書
道
、
写
真
傷
応
募
資
格
”
県
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
勤
労
者
（
自
営
業
、
主

婦
、
退
職
者
等
含
む
）
で
、
応
募
部
門
に

つ
い
て
の
作
品
製
作
を
職
業
と
し
な
い
人

⑫
受
付
期
間
”
8
月
1
7
日
㈲
～
1
8
日
㈹
⑫

応
募
手
数
料
1
1
1
点
千
円
（
各
部
門
1
人

3
点
以
内
）
磁
問
合
せ
“
長
岡
労
政
事
務

所
（
智
0
2
5
8
1
3
8
－
2
5
4
6
）
へ
。

◆
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
届
け
を
忘
れ
ず
に

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
「
現
況
届
」
を
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
「
所
得
状
況
届
」

を
、
8
月
n
日
㈹
～
9
月
1
0
日
㈲
ま
で
の

間
に
証
書
・
印
鑑
等
を
持
参
の
う
え
、
本

晶

」“、

⑯

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
の
高
齢
者
人
口
（
6
5
歳
以
上
）

は
著
し
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

昨
年
4
月
1
日
現
在
9
、
4
6
3

人
（
2
1
・
1
％
）
が
本
年
4
月
1
日

に
は
9
、
7
3
1
人
（
2
1
・
8
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
こ
の
傾
向

は
地
方
に
な
る
ほ
ど
顕
著
に
現
れ

て
い
ま
す
が
、
近
い
将
来
高
齢
化

社
会
の
波
は
日
本
中
を
覆
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
病
院
を
退
院
し
、
自
宅
生
活
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
高
齢
者
は
医
療

保
険
か
ら
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ヘ

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
時
で
も
あ
り

ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
は
本
人

に
と
っ
て
も
、
家
族
に
と
っ
て
も

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
退
院

の
ー
か
月
前
に
な
っ
た
ら
健
康
福

祉
課
高
齢
福
祉
係
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
在
宅
介
護
に
つ
い
て
一
緒

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
）

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

　
介
護
や
家
事
の
お
手
伝
い
に
派

遣
し
ま
す
。
早
朝
、
夜
問
、
土
・

日
曜
日
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用

　
朝
自
宅
に
迎
え
に
行
き
ま
す
。

施
設
で
入
浴
、
昼
食
、
休
息
を
と

り
夕
方
帰
宅
し
ま
す
。
施
設
は
三

好
園
、
つ
ま
り
の
里
、
平
成
園
に

あ
り
ま
す
。

●
訪
問
入
浴
車
を
利
用

　
自
宅
に
浴
槽
を
の
せ
た
車
を
介

助
員
と
と
も
に
派
遣
し
ま
す
。

●
特
殊
ベ
ッ
ド
、

　
　
　
　
エ
ア
パ
ッ
ド
の
給
付
等

　
少
し
で
も
快
適
な
日
常
生
活
を

送
ら
れ
る
よ
う
に
ベ
ッ
ド
、
車
椅

子
な
ど
を
給
付
ま
た
は
レ
ン
タ
ル

で
き
る
制
度
で
す
。

●
施
設
に
短
期
入
所
が
で
き
ま
す

　
介
護
者
が
休
養
、
旅
行
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
で
介
護
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
一
時
的
に
老
人
ホ
ー
ム

が
お
世
話
し
ま
す
。

●
介
護
手
当
て
を
支
給
し
ま
す

　
6
か
月
以
上
寝
た
き
り
ま
た
は

痴
呆
の
要
介
護
者
を
在
宅
で
世
話

し
て
い
る
人
に
月
額
5
、
0
0
0
円

の
介
護
手
当
て
を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
サ

ー
ビ
ス
に
は
所
得
に
応
じ
て
負
担

額
が
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
中
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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人
が
届
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届

け
を
行
わ
な
い
と
、
8
月
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

②
届
出
先
・
問
合
せ
”
児
童
扶
養
手
当
は
、

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
、
特
別
児
童
－

扶
養
手
当
は
、
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係

へ
。

◆
8
月
1
1
日
㈹
は
老
齢
福
祉
年
金
支
払
日

　
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
、
8
月
11

日
㈹
か
ら
市
内
の
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま

す
。
受
領
に
は
次
の
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
①
印
鑑
②
保
管
証
（
緑
色
）
③

福
祉
年
金
定
時
申
立
書
（
8
月
3
日
に
本

人
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
）
な
お
、
保

管
証
と
引
き
換
え
に
年
金
証
書
が
渡
さ
れ

ま
す
の
で
、
年
金
受
領
後
、
係
員
に
再
度

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
都
合
の
つ
か

な
い
人
は
8
月
1
2
日
㈱
～
1
4
日
㈹
の
間
に

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。
●
問
合
せ
”
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係
へ
。

◆
信
濃
川
の
増
水
に
ご
注
意
を

　
夏
は
水
難
事
故
の
増
え
る
季
節
で
す
。

信
濃
川
沿
岸
に
は
水
難
事
故
防
止
の
た
め

の
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
警
報
を
聞
い
た
ら
早
め
に
安

全
な
場
所
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

子
供
だ
け
の
川
遊
び
は
非
常
に
危
険
で
す
。

見
か
け
た
ら
注
意
し
て
、
子
供
を
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
行
方
不
明
者
を
探
す
無
料
相
談
所
開
設

　
警
察
で
は
、
8
月
中
行
方
不
明
者
を
探

す
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
所
で
は

所
在
確
認
調
査
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で

亡
く
な
ら
れ
、
身
元
の
分
か
ら
な
い
方
の

資
料
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
⑫
巡
回

相
談
所
H
8
月
4
日
㈹
長
岡
警
察
署
（
費

0
2
5
8
i
3
8
－
0
1
1
0
）
8
月
6
日

㈲
上
越
北
警
察
署
（
費
0
2
5
5
1
4
3
1

0
1
1
0
）
時
間
は
両
日
と
も
午
前
9
時

～
午
後
5
時
●
特
別
相
談
所
”
8
月
中
1

か
月
間
（
た
だ
し
土
・
日
曜
日
除
く
）
午

前
9
時
～
午
後
5
時
、
警
察
本
部
鑑
識
課

（
県
庁
隣
り
、
盈
0
2
5
1
2
8
4
1
3

1
3
1
内
線
2
5
3
2
）

◆
ほ
く
ほ
く
線
お
盆
の
運
転
区
間
変
更

　
北
越
急
行
㈱
で
は
お
盆
の
期
間
に
あ
わ

せ
、
8
月
1
2
日
㈱
～
1
6
日
㈲
の
間
、
六
日

町
発
着
の
列
車
3
往
復
を
、
越
後
湯
沢
ま

で
延
長
運
転
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
美
佐
島

駅
・
し
ん
ざ
駅
に
停
車
し
ま
す
。
帰
省
す

る
人
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

上
　
　
り

駄日町行」を
　「越後湯沢行」に変更

十日町発→六日町発→湯沢着

①12＝00－12＝23－12＝39

②14＝19－14＝49－15＝05

③18二〇4－18132－18149

下
　
　
鰻

郵六日町始発醤を

「越後湯沢始発盛に変更

湯沢発→六日町発→十日町着

①12＝54－13二27－13＝42

②15＝25－15＝42－15＝56

③18＝21－18＝39－18＝53

心にゆとりのある
さわやか運転を心がけましょう

　8月は、レジャー・帰省等で交通量が増加

し、暑さによる疲労運転等から重大事故が例
年多発しています。心と時間にゆとりを持ち、

安全運転に心がけましょう。

運転中の携帯電話はやめましょう！

　運転中の携帯電話は大変危険です。

電話はやめましょう！

電話は大変危険です。

へ
　⑳蝿　．．
　　γσ　振へ

簑翻鎌齢“8

　十日町市内では、6月から7月にかけて重
大交通事故が連続発生し、4人の尊い命が失

われています。皆さん、交通ルールを厳守し

て、行動する時は再度周囲の安全確認をしっ
カ、りしましょう。

市内の6月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事敬数

10年 33（116） 34（127） 1（1）
』
2
9
（

294）．

9年 11（91） 12（103） 0（2） 45（259）

　7月8日㈱、新潟市で行われた新潟県交通
安全宣言記念県民大会の席上、長年の交通安

全活動の実績が認められ、次の皆さんが県交

通安全対策連絡協議会長表彰を受けました。

●交通安全優良団体
　十日町市交通安全母の会（村山一代会長）

●交通安全功労者
　馬場秀雄さん（側）十日町地区交通安全協会

　　安全運転管理者部会長）

　岩田清吉さん（十日町市交通指導員）

ホ
ツ
ト
な
夏
を
ク
ー
ル
に
泳
ぐ

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
さ
あ
夏
本
番
、
市
民
プ
ー
ル
も

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
水
泳
は
ス

ポ
ー
ツ
の
中
で
も
特
に
全
身
を
使

う
も
の
で
す
。
健
康
増
進
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ロ
ー
プ
を
張

り
、
5
0
m
優
先
コ
ー
ス
を
2
コ
ー

ス
用
意
し
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
専
用
で
、
ゆ
っ
た
り
と
泳
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
こ
の
夏
は
市
民

プ
ー
ル
で
気
軽
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
く
だ
さ
い
。
遊
泳
時
問
は
午

前
9
時
～
午
後
7
時
ま
で
（
た
だ

し
、
8
月
1
3
日
以
降
は
午
後
6
時

ま
で
）
で
す
。

〈
50
m
優
先
コ
ー
ス
〉

　
こ
の
コ
ー
ス
は
5
0
m
を
続
け
て

泳
ぐ
コ
ー
ス
で
す
。
一
列
で
右
側

を
泳
い
で
く
だ
さ
い
。
泳
ぎ
を
止

め
た
人
は
、
コ
ー
ス
の
途
中
で
立

ち
止
ま
ら
ず
に
、
た
だ
ち
に
遊
泳

ゾ
ー
ン
に
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
利
用
上
の
お
願
い
〉

①
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
の
た
め
、

　
各
時
刻
の
55
分
か
ら
5
分
間
休

　
憩
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
ご

　
協
力
く
だ
さ
い
。

②
小
学
生
以
下
は
、
水
着
着
用
の

　
大
人
の
同
伴
者
が
い
な
い
と
入

　
場
で
き
ま
せ
ん
。

③
水
泳
帽
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ

　
さ
い
。

④
ガ
ラ
ス
製
水
中
メ
ガ
ネ
、
メ
ガ

　
ネ
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
イ
ヤ
リ
ン

　
グ
、
ピ
ア
ス
な
ど
を
身
に
付
け

　
て
の
遊
泳
は
禁
止
で
す
。

⑤
飲
食
や
喫
煙
は
決
め
ら
れ
た
場

　
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
各
種
オ
イ
ル
は
、
よ
く
洗
い
流

　
し
て
遊
泳
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
場
内
で
は
係
員
の
指
示
に
従
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

〈
入
場
料
〉

▼
高
校
生
以
上
　
　
　
2
0
0
円

▼
小
・
中
学
生
　
　
　
1
0
0
円

▼
幼
児
（
3
歳
以
上
）
　
5
0
円

　
さ
あ
皆
さ
ん
、
市
民
プ
ー
ル
で

涼
し
く
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。■

問
い
合
わ
せ
　
市
民
プ
ー
ル
（
智

　
52
1
0
7
3
7
）
ま
た
は
総
合

　
体
育
館
（
智
52
1
4
3
7
7
）

　
へ
。

70
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住
民
健
診
の

　
　
　
　
結
果
が
届
き
ま
す

雛
6
月
か
ら
住
民
健
診
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
健
診
結
果
は
、
受
診
か
ら
約
5
週

間
後
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
通
知
が
届
い
た
ら

①
必
ず
結
果
を
見
て
く
だ
さ
い
（
値
が

　
　
正
常
値
で
あ
る
か
ど
う
か
）
。

②
昨
年
と
比
べ
て
ど
う
な
っ
た
か
（
経

　
　
年
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
重
要
で

　
　
す
）
。

③
健
康
手
帳
の
あ
る
人
は
手
帳
に
記
入

　
　
し
て
く
だ
さ
い
（
ま
た
は
そ
の
ま
ま

　
　
毎
年
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
。

霧
健
診
の
結
果
、
治
療
が
必
要
な
人
や
、

特
に
指
導
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、
ハ

ガ
キ
で
結
果
説
明
会
の
ご
案
内
を
し
ま
す

の
で
、
で
き
る
限
り
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

雛
健
診
は
受
け
っ
ぱ
な
し
で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
健
診
の
結
果
を
日
常
の
生
活

改
善
に
生
か
し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
健
診
結
果
に
つ
い
て
何
か
分
か

ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
婦
が

説
明
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

雛
連
絡
先
H
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

へ
。精

神
障
害
者
地
域
生
活

支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者
の
日
常
生
活

の
支
援
や
相
談
、
地
域
交
流
活
動
な
ど
を

行
い
、
社
会
復
帰
と
自
立
参
加
を
目
的
に
、

7
月
1
日
か
ら
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支

援
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
妻
有

福
祉
会
」
が
運
営
し
、
入
所
授
産
施
設
「
エ

ン
ゼ
ル
妻
有
」
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
対

象
は
地
域
で
生
活
す
る
精
神
障
害
者
で
す
。

　
こ
の
事
業
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

ω
日
常
生
活
支
援

　
生
活
の
基
本
で
あ
る
住
居
、
就
労
、
食

事
、
対
人
関
係
な
ど
に
関
す
る
指
導
・
訓

練
を
行
い
ま
す
。

②
相
談
等

　
電
話
一
面
接
・
訪
問
に
よ
り
、
服
薬
、

金
銭
管
理
、
対
人
関
係
、
公
的
手
続
き
、

夜
間
・
休
日
に
お
け
る
個
人
の
悩
み
、
不

安
、
孤
独
感
を
解
消
す
る
た
め
の
助
言
・

指
導
を
行
い
、
関
係
機
関
等
へ
の
連
絡
を

行
い
ま
す
。

③
地
域
交
流

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
障
害
者
の
自
主

的
活
動
、
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
を
提

供
し
ま
す
。

　
住
宅
、
就
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

㈲
職
員
配
置

　
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
1
人
、

専
任
職
員
3
人

⑤
個
人
負
担

飲
食
物
、
光
熱
水
費
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

8月の休目救急医甲
2日（日）

大坪医院（四日町新田2）奮57－6100

9日（日）

庭野医院（寿町4）費52－2711
16日（日）

田中外科医院（田中町本通り〉盈52－2403

23日（日）

池田医院（本町西1）姪52－2581
30日（日）

川西町診療所（川西町）暦68－2034

上村病院（中里村）奮63－2111

むし歯のないよい歯の子
　6月の3歳児健診を受けた子37人

者
樹
男
郎
雄
夫
司
　
行
彦
之
一

護
由
　
　
　
司
　
　
　
博

保
隆
正
二
富
秀
博
　
正
一
和
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

所
1
2
　
川
谷
3
4
2
2
1
3

唾
鵬
島
前
脇
幽
市
沢
本
臨

住
谷
高
　
貝
吉
本
新
土
水
山
本

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　

（

　
恵
り
彦
衣
妨
虎
匠
鋼
介
行
里
樹
耶

よい歯の子

　
お
智
優
鰐
景
　
妨
由
智
美
大
沙

　
し

澤
谷
澤
田
木
身
高
野
沢
山
野

野
関
吉
山
斉
尾
金
高
金
村
庭

8月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
険鍔児1

12日
体）

午後1時

～1時45分
7年2月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

20日

㈲

午後1時

～1時45分
9年2月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

19日
（豹

午後1時

～1時30分

10年4月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

25日
（火）

午前9時15分

　　～10時

9年10月
生まれの乳児

麟舗劉

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成7年3月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。9月の
検診対象者に検査セット等を送付しますので、8月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

8月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 3・10・17・24・31㈲ 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

11日（幻

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 20日休》 午前9時30分～11時30分

羽 根　川 荘

21日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

28日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を／
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

8月の献血車
◆全血献血　2日（日）（終日）ライオン堂

　　　　　　4日㈹（終日）下条地区公民館

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

　　　　　　2日の受付は午後4時まで
◆成分献血　4日㈹（終日）下条地区公民館

　　　　　　11日㈹（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　コモフットボールカップの開催と時を同じくして、コモ

市内では世界的に有名なデザイナー、故ジャンニ・ベルサ

ーチェの作品展が開かれていました。皆さんもご存じのと

おり、彼は昨年夏、米国で非業の銃弾に倒れています。

　この展示会はコモ市、コモ県、アントニオ・ラッティ財

団（著名な織物業の財団）が主催する世界最大規模のベル

サーチェ作品の展示会で、コモ湖岸にある歴史的建築物、

ビッラガリア（写真右上）など3つの会場において10月ま

で開催されています。

　ベルサーチェとコモとの関りは深く、彼の作品に使った

生地のほとんどがコモ地方で生産されていたものです。彼

，顔『

繭

瑠

一
，
，
奪
」

ノ／

零⇔『

の優れたデザインに対し、コモは地域をあげて革新的

で洗練された素材を供給し続けました。そんな関係か

ら遺灰は彼が生涯愛し続けたコモ湖畔のある場所に、

ひっそりと埋められているということです。左のデザ

インは、彼がダイアナ妃のために描いた遺作の一つで

、す。会場にはファッションシーンをリードし、世界に

転紹介された逸品、120点が展示されていました。私は
＼

　＼幻想的な作品に心を打たれ、同時に彼の遺志をコ
　転
あ　ト、モが脈々と受け継ぐことを確信したのです。

　　　※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア

語の翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。

裏桃太郎
　　　　総合マクト
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みんなで創ろう喜びの輪

　　みんなでつなこう大きな輪

南中学校
漏．28

．麟霧難顯鐵　
藝

蜜　　　　　　　馨

脳

霧
讐
鷹
．

郷離

　駆
　　　ぬづ∫鱗藍L『　　　一

避

　　　　南中学校生徒会では、今年度のスローガ

　　　　ンを「みんなで創ろう喜びの輪　みんなで

　　　つなごう大きな輪」と決めました。このス

　　　　ローガンには、「喜びにあふれた生徒会活動

　　　の推進」「いじめのない学校作りを生徒自信

　　　の手で」「保護者や地域と手を取り合い、喜

　　　びの輪を広げる」という3つの意味が込め

　　　　られています。

　　　　その中の1つである「いじめのない学校

　　　作りを生徒自信の手で」という目標を達成

　　　するために4月早々から始めたのが、朝の

　　　あいさつ運動です。毎日生徒会本部役員と

　　　応援団が朝早く登校し、登校してくる一人

　　　ひとりに、「おはようございます。」とあい

　　　さつをしています。最初はあいさつを返し

　　　てくれる声が小さかったのですが、やって

　　　いるうちに大きな声であいさつを返してく

譲．　、れるようになりました。

　　　　　「いじめのない学校」を目指してこれか

　　　　らも日常の小さな取り組みを大事にします。

灘

　
都
会
か
ら
農
山
村
に
移
り
住
ん
だ
人
か
ら

聞
き
取
り
調
査
を
す
る
た
め
に
、
1
0
年
ほ
ど

前
長
野
県
の
大
鹿
村
と
い
う
山
村
を
訪
ね
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
東
京
の
江
東
区

か
ら
移
り
住
ん
だ
と
い
う
ご
夫
婦
か
ら
話
を

聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
人
は
町
工
場
を
営
み
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
ア
ー
ム
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

親
会
社
か
ら
受
注
す
る
図
面
に
は
外
側
の
形

は
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
内
部
は
白
紙
の

ま
ま
。
「
発
案
や
設
計
の
段
階
か
ら
自
分
た
ち

で
知
恵
を
ふ
り
絞
り
な
が
ら
、
き
び
し
い
要

求
に
応
じ
て
き
た
。
工
業
製
品
の
随
所
に
は

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
あ
た
い
す
る
よ
う
な
技
術
革

新
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
彼

ら
の
顔
に
技
術
者
の
誇
り
が
あ
ふ
れ
て
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
資
源
の
少

な
い
日
本
を
引
っ
張
っ
て
き
た
の
は
、
世
界

に
誇
れ
る
高
い
技
能
を
擁
し
た
技
術
者
た
ち

で
す
。
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
発
展
す
る
た
め
に

は
、
あ
く
な
き
技
術
革
新
と
そ
れ
を
支
え
る

技
術
者
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
長
引
く

不
況
を
も
の
と
も
せ
ず
、
市
内
の
技
術
者
が

新
た
な
事
業
展
開
に
向
け
て
さ
ら
に
躍
進
す

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
　
　
㊥

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
目
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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